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2015年 9月 2日 米国のISM製造業指数（2015年8月） 
2015年 8月21日 「FOMC議事録」と金融政策（米国) 

2015年9月7日 

■8月の雇用統計は、月20万人を超える雇用者増
のペースが確認されたことに加え、失業率や就業率、
賃金など関連する指標を見ても、労働需給のタイト
化が着実に進んでいることを示すものでした。 

■中国経済の動向など海外情勢に不透明感が残る
ことを踏まえると、9月の利上げは難しいと見られます
が、10月以降年内の利上げの可能性は十分にあ
ると考えられます。 

■8月の非農業部門雇用者数は前月比17.3万人
の増加となり、市場予想（ブルームバーグ集計）の
同21.7万人増を下回りました。 

■ただ、過去2カ月で合計4.4万人ほど上方修正され
ており、8月の下振れ分を埋めた形です。雇用の増
加ペースは3カ月移動平均で22.1万人と、20万人
超を維持しています。 

■8月は医療やレジャー・娯楽などのサービス業が引き
続き雇用の拡大をけん引しました。 

雇用者数は17.3万人増 
サービス業が引き続きけん引 

■失業率は前月の5.3％から5.1％に低下しました。
低下の要因は就業者数の増加、つまり労働需要の
拡大であり、「質の良い低下」と評価できます。 

■一方、時間当たり賃金は前月比0.3％増となり、
前月の同0.2％増から加速しました。前年比では
2.2％増となります。景気後退前の水準を回復する
には到ってませんが、労働需給の改善が進んでいる
ことから、今後、賃金上昇率は高まる見通しです。 

失業率は5.1％に低下 
賃金上昇率は前年比2.2%増 

米国の雇用統計（2015年8月） 

(注)賃金上昇率は2007年3月～2015年8月。 
   自発的離職者比率は2006年5月～2015年8月。 
   自発的離職者比率は10カ月先行。網掛けは景気後退期。 
(出所)米国労働省のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

労働需給は着実に改善 

労働需給は着実に改善、10月以降年内に利上げ開始の可能性 
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【非農業部門雇用者数と失業率】

非農業部門雇用者数（前月比、左軸）
同上3カ月移動平均（左軸）
失業率（右軸）
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【賃金上昇率と自発的離職者比率】

賃金上昇率 (左軸）
自発的離職者比率(右軸）

（前年同月比、％）

（注）データの期間は2012年1月～2015年8月。 
（出所)米国労働省のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  
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